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本市の行政評価のあり方について 

（１）施策レベル評価 

 総合計画では「政策 ⇔ 施策 ⇔ 事務事業」の３層の構造体系で構成されています。中間

層の「施策」を評価することにより、各事務事業の進捗状況を広い視点で把握し、各施策を

支える事務事業のバランス等を検証することで、今後の行政活動の改善に結びつけます。 

 

 

[図１] 総合計画の体系と評価の対象 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              

              

 

 

 

 

（２）施策評価の対象 

 “事業の改善手法”としての「事務事業評価」と、”事業バランスの診断と総合計画進行管

理のための政策判断手法”としての「施策評価」の２つの視点から評価を進めます。 

 令和６年度の対象施策は、小美玉新時代の実現に向けて、後期基本計画で新たに設定した

３つの「重点プロジェクト」に関わる施策とします。 
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【総 合 計 画】 
 

〇まちづくりの基本理念･将来像･基本目標 

■基本施策 31(基本方針･主な成果指標･個別施策) 

〇個別施策・実施計画による事業 
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施 策 Ⅰ 

事務事業は、各々の目的が異なるため、客観的に評価・

採点を用いても、優先順位付けをすることは難しい。 

そのため、施策レベルで評価を行い、事業の優先度（拡

大・縮小・廃止・再構築など）の方向性を判断する。 

資料２ 
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（第２次総合計画後期基本計画から抜粋） 

 

 

 小美玉市第２次総合計画、前期基本計画策定後の様々な社会情勢の変化、小美玉市のまち

づくりの熟度などに対応し、後期基本計画において、新たな重点プロジェクトを設定します。 

 

 

※進捗状況を踏まえ、各プロジェクトから以下を選定し、施策評価を行います。 

➊ まち まちがにぎわう わいわいプロジェクト 〇活力のあるまちプロジェクト 

 ➋ ひと ひとがつながる いきいきプロジェクト 〇市民協働のまちプロジェクト 

 ❸ あした あしたがひろがる わくわくプロジェクト 〇ＤＸ推進プロジェクト 

            

 

（３）行政評価、実施計画、予算編成の連動 

 計画・評価・予算（決算）を別々の行財政システムとして扱うのではなく、行財政経営の

一連の組織活動と捉えたマネジメント・サイクルの確立を目指します。 

 

[図３] 総合計画の進行管理の流れ 
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（４）施策評価の方法 

 総合計画審議会の専門委員会において、下記により、評価を行います。 

 

行政評価制度（外部評価）実施スケジュール 

 

9日

第１専門委員会　9：30～ 第２専門委員会　13：30～

評価施策：活力のあるまちプロジェクト 評価施策：市⺠協働のまちプロジェクト

第３専門委員会　13：30～

評価施策：ＤＸ推進プロジェクト
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9 総合計画／３ヶ年実施計画の策定

10

予算要求（予算に反映）

内　　　　　　容
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6 　第２回　総合計画審議会

7 　総合計画／３ヶ年実施計画の事業検討

<評価結果の確認>

第１回　総合計画審議会
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